
（痔疾用外用薬）

1．してはいけないこと

2．相談すること

本品1個（1.8g）中

きれ痔(さけ痔)・いぼ痔の痛み・かゆみ・はれ・出血の緩和
（裏面もお読み下さい）

成分・分量

効能・効果

使用上の注意

第②類医薬品

（守らないと現在の症状が悪化したり，副作用が起こりやすくなる）
１．次の人は使用しないこと
(1) 本剤又は本剤の成分によりアレルギー症状を起こしたことがある人。
(2) 患部が化膿している人。
２．長期連用しないこと

１．次の人は使用前に医師，薬剤師又は登録販売者に相談すること
（1）医師の治療を受けている人。
（2）妊婦又は妊娠していると思われる人。
（3）授乳中の人。
（4）高齢者。
（5）薬などによりアレルギー症状を起こしたことがある人。
（6）次の診断を受けた人。

高血圧，心臓病，糖尿病，甲状腺機能障害
２．使用後，次の症状があらわれた場合は副作用の可能性があるので，
直ちに使用を中止し，この文書を持って医師，薬剤師又は登録販売
者に相談すること

まれに下記の重篤な症状が起こることがあります。その場合は直ちに医
師の診療を受けること。

使用後すぐに，皮膚のかゆみ，じんましん，声
のかすれ，くしゃみ，のどのかゆみ，息苦しさ，
動悸，意識の混濁等があらわれる。

３．10日間位使用しても症状がよくならない場合は使用を中止し，こ
の文書を持って医師，薬剤師又は登録販売者に相談すること

リドカイン ……………………………… 60.0mg
プレドニゾロン酢酸エステル ………… 1.0mg
dl-メチルエフェドリン塩酸塩 ………… 10.0mg
クロルヘキシジン塩酸塩 ……………… 5.0mg
アラントイン …………………………… 20.0mg
添加物としてハードファットを含有します。

この説明文書は，お薬とともに保管し，使用の際には，よくお読みください。
E説明文書改訂年月

2013年1月（記載要領変更に伴う改訂）



副作用被害救済制度の問合せ先
（独）医薬品医療機器総合機構
http://www.pmda.go.jp/kenkouhigai.html

電話　0120-149-931（フリーダイヤル）

【坐薬の取り出し方・挿入法】

保管及び取扱い上の注意
（1) 直射日光の当たらない涼しい所に保管してください。（1～30℃）
（2) 小児の手の届かない所に保管してください。
（3) 坐薬の先を下に向け，立てた状態で保管してくだ

さい。
（4) 使用期限を過ぎた製品は使用しないでください。
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用法・用量
15歳以上：１回１個を肛門内に挿入してください。なお，１日３回まで
使用できます。

〔用法及び用量に関連する注意〕
(1) 本剤が軟らかい場合には，しばらく冷やした後に使用すること。

また，硬すぎる場合には，軟らかくなった後に使用すること。
(2) 肛門にのみ使用すること。

〔痔のなおりをはやめるために〕
・食事：便通を整えるため，野菜・果物・海産物を十分に摂って下さい。

アルコールはよくありません。
・入浴：血行を良くすることにより，うっ血を取り去り，患部を清浄に

しますので効果的です。
・排便：無理にいきまないようにし，排便後は肛門を清潔にしましょう。

(1)

(2)

(3)

左図のように坐薬の太い部分を上の方に
向け，保護ケースの両面の端を軽く引き
離して下さい。

人差し指を坐薬の底にあて，先から肛門
内に入るまで指で十分に押し込んで下
さい。

先

底

保護ケースを１区切りとり離して下さい。


